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隠岐島後（島根県）の飯山珪藻土の元素組成（予報）

山崎　静子＊・坪倉　直子＊＊・道前香緒里＊＊＊・石賀　裕明＊＊

Geochemical　composition　ofthe　linoyama　diatomite　ofthe　Oki－Dogo　lslanαsラ

　　　　　　　　　　　　　Shimane　Prefbcture，Southwest　Japan

Chikako　Yamazaki＊，Naoko　Tsubokura＊，Kaori＊＊and　Hiroaki　Ishiga＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　Diatomite　is　an　important　resources　for　the　brick　stones　in　the　Oki－Dogo　Islands，Southwest　Japan．This　re－

P・貰inv・lvesXRFanalyses（m勾・randtraceelements）・ftheMi・cenelin・yamadiat・mite，andindicatesbne且y

the　m勾or　elements　characteristics．

　SiO2contents　show　a　negative　good　correlation　with　most　of　the　m司or　elements（r2values　range　ffom　O．69to

O・98）excludingMgOandP205．Thissuggeststhatdiluti・nef£ects・fbi・genicsilicaaresignificantf・rthec。m．

position　of　the　diatomites．On　the　SiO2vs　A1203diagram，other　Miocene　siliceous　rocks　of　the　examined　area

plot　on　the　trend　of　the　Iinoyama　diatomite．Noteworthy　is　that　Jodogaura　samples　of　the　nonmarine　Tokibari．

yamaFomationhave　SiO20ver90wt％，suggestiveofche宜fomationduetothehighersilicaconcentration　of
biogenic　activity　under　lacustrine　environments　and／or　diagenetic　alteration．
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は　じ　め　に

　隠岐島後の珪藻土は耐火煉瓦の材料として長く活用さ

れ亡きた．また，今日でも飯山をはじめとする数カ所で

稼行されている．珪藻土は久見累層中に多く含まれ，珪

藻化石群集の検討から前期中新世後期～中期中新世後期

に位置づけられている（下末，1989；横田，1984な

ど）．珪藻土以外にも隠岐島後には珪質堆積岩が含まれ

これらの堆積岩の元素組成を珪藻土のそれと比較するこ

とも重要といえる．本論は飯山珪藻土の蛍光X線分析

による結果と，主元素の特徴を簡単に報告する．

試料の採集

　隠岐島後の地質の概要は山崎ほか（1998）に記されて

いるのでここでは割愛する．試料として用いた珪藻土は

飯山北東の採土場（東経133。19’22”，北緯36。11’28”）

にて採集した．厚さ約17mにわたり12の試料を採集

した（第1図）．珪藻土は風化した表面は淡黄色ないし
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第1図　隠岐島後の中新統飯山珪藻土の試料採集層

　準およびSiO2濃度の垂直変化を示す．
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灰黄色であるが，新鮮な部分は小豆色ないし暗灰色であ

る．試料の処理と分析方法については山崎ほか（1998）

に示したものと同様である．

分　析　結　果

　分析結果を第1表に示す．また，Sio2の垂直変化を

第1図に，主元素についてはSio2と他の元素との相関

を示した（第2図）．

SiO2は下位より3番目の試料310－29で最も高く92．76

wt％であり，次第に濃度は低くなる（310－35の試料で

は84．48wt％）．主元素においてはSio2と他の元素

（MgOおよびP205を除く）とは負の強い相関をもつ．こ

れらは珪藻土が珪藻によるシリカを主成分とするため粘

土鉱物や重鉱物がSio2によって希釈されるためと考え

られる．

てみられる（第4図，b）．ここでは泥岩・砂岩に挟まれ

厚さ数cmの珪質泥岩が挟まれるが，これらにはSio2

が85wt％におよぶものもある［Toki（Iimi）第3図］．

時張山累層は陸成層とされているが（山崎，1991），こ

のようなチャートの堆積は湖成においても十分可能性が

ある．

　海成層の歌木泥岩部層はSiO2は変化に富む（75～85

wt％）．おそらく陸源砕屑物の混入により生物起源のシ

リカが希釈されたためと考えられる．
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の使用に際して便宜をはかっていただいた．

中新統の珪質泥岩（頁岩）との比較

　隠岐島後地域の中新統，時張山累層，平凝灰岩シルト

岩互層部層，および歌木泥岩部層等の各層には高いSiO2

（70wt％以上）の珪質堆積岩が含まれている．これらの

各層と飯山珪藻土を比較するため，それぞれをA1203－

Sio2ダイヤグラムにプロットした（第3図）．珪質堆積

岩の分析値は珪藻土の場合と同様にA1203とSio2は明

瞭な負の相関を示す．とくに時張山累層のうち布施村浄

土ヶ浦入り口の4試料［Toki（Jodo）第3図］は90wt

％以上の高いSio2をもつチャートをふくむ（第4図，

a）．野外においてもこれらは緻密で固く層状チャートと

類似する．また，同様の珪質岩は布施村飯美海岸におい
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第2図　隠岐島後の中新統飯山珪藻土の主元素組成についてSiO2とその他の元素の相関を示す．
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第3図　隠岐，ll，｝後の中新統にふくまれる珪質堆積岩

　　のA1203－Sio2ダイヤグラムのプロット図．Sioユ

　　はA1203と負の明瞭な相関を示す．li、y張1［1累層に

　　は高いシリカにより示されるチャートが含まれ
　　る．

第4図　時張出累1“でに含まれる珪質堆積岩の露頭写
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